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本
論
文
の
目
的
は
、
近
世
中
後
期
の
加
賀
藩
（
現
在
の
石
川
県
と
富
山
県
の
一
部
）
を
対
象
と
し
て
、
地
域
社
会
が
ど
の
よ
う
に
病
気
に
対
処
し
、
医
療
情
報
を
獲
得
し
て
い
た
の
か
を
探
る
と
共
に
、
流
行
病
の
発
生
時
に
、
加
賀
藩
が
領
内
の
人
々
に
向
け
て
行
っ
た
対
策
、
と
り
わ
け
コ
レ
ラ
へ
の
対
策
に
注
目
し
、
加
賀
藩
が
医
療
│
医
術
を
含
む
様
々
な
方
法
で
病
を
治
す
こ
と
│
に
い
か
な
る
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
論
文
は
、
序
章
、
第
一
章
、
第
二
章
、
第
三
章
、
終
章
の
計
五
章
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
　
序
章
「
研
究
史
整
理
と
本
論
文
の
課
題
」
で
は
、
江
戸
時
代
の
医
療
に
関
す
る
先
行
研
究
史
整
理
を
行
い
、
本
論
文
の
課
題
を
述
べ
た
。
近
世
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
よ
り
、
在
村
の
医
療
実
態
に
注
目
し
た
研
究
が
、
蘭
学
史
の
分
野
か
ら
盛
ん
に
な
り
、
現
在
ま
で
の
主
要
な
研
究
視
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
書
物
研
究
と
関
連
し
て
、
情
報
媒
体
（
書
物
、
は
し
か
絵
な
ど
）
と
医
療
を
結
び
付
け
た
視
角
も
現
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
は
、
幕
藩
権
力
と
医
療
の
関
係
に
注
目
し
た
研
究
も
登
場
す
る
。
幕
府
と
医
療
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
将
軍
家
が
実
施
し
た
、
諸
大
名
・
領
民
に
対
す
る
医
療
政
策
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
が
多
い
一
方
、
藩
と
医
療
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
藩
医
（
藩
が
抱
え
た
医
師
）
の
組
織
・
活
動
実
態
や
、
藩
の
医
学
教
育
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
次
第
に
、
領
内
に
医
師
が
増
え
、
医
学
書
も
浸
透
し
て
い
く
の
で
、
藩
も
人
々
の
医
療
に
関
心
を
持
ち
、
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
対
策
を
施
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
研
究
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
加
賀
藩
の
地
域
社
会
に
お
け
る
医
療
情
報
や
医
療
対
策
と
、
藩
の
医
療
対
策
の
双
方
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
と
地
域
社
会
が
医
療
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
た
の
か
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。
　
第
一
章
「
応
響
雑
記
」
か
ら
読
み
取
れ
る
氷
見
庄
の
医
療
環
境
」
で
は
、
加
賀
藩
領
内
の
一
地
域
の
日
常
的
な
医
療
環
境
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
加
賀
藩
領
氷
見
町
の
町
人
田
中
屋
権
右
衛
門
が
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
か
ら
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
に
か
け
て
著
し
た
日
記
「
応
響
雑
記
」
を
用
い
た
。「
応
響
雑
記
」
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
①
「
応
響
雑
記
」
の
記
述
期
間
が
三
二
年
間
と
長
期
に
及
ぶ
た
め
、
一
九
世
紀
中
葉
の
加
賀
藩
領
内
の
医
療
状
況
の
変
化
が
分
か
る
、
②
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、「
応
響
雑
記
」
に
は
、
医
師
に
よ
る
診
察
の
様
子
や
、
権
右
衛
門
が
入
手
し
た
医
療
情
報
な
ど
、
医
療
に
関
す
る
記
述
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
氷
見
地
域
の
人
々
が
、
病
気
を
患
っ
た
時
に
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
し
て
い
た
の
か
、
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
病
気
の
治
療
法
と
し
て
、
近
隣
の
医
師
の
診
察
を
受
け
、
そ
れ
で
も
治
ら
な
い
場
合
は
、
遠
方
か
ら
一
定
の
技
量
を
有
す
る
医
師
を
診
察
の
た
め
に
招
く
か
、
医
療
水
準
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
地
域
に
治
療
に
出
向
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
と
併
行
し
て
、
宗
教
的
な
力
に
も
頼
っ
て
い
た
。
医
師
に
よ
る
治
療
と
宗
教
的
な
力
を
併
用
す
る
こ
と
は
、
氷
見
地
域
特
有
の
事
例
で
は
な
く
、
同
時
期
の
加
賀
藩
や
加
賀
藩
以
外
の
地
域
で
も
確
認
で
き
る
。
　
権
右
衛
門
は
、
医
師
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
医
療
情
報
を
書
物
か
ら
入
手
し
た
り
、
住
人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
医
師
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
得
て
い
た
。
　
一
点
目
の
書
物
だ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
医
療
情
報
を
入
手
し
た
書
物
の
大
半
は
、
医
学
書
以
外
に
分
類
さ
れ
る
書
物
だ
っ
た
。
俳
諧
・
随
筆
・
漢
詩
文
類
・
辞
書
・
漢
学
・
仏
教
書
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
権
右
衛
門
は
、
書
物
の
情
報
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
わ
近
世
中
後
期
に
お
け
る
医
療
の
浸
透
と
加
賀
藩
の
対
策萱
　
田
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け
で
は
な
く
、
取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
、
情
報
を
書
き
留
め
て
い
た
。
二
点
目
の
他
の
住
人
に
よ
る
教
授
に
つ
い
て
は
、
権
右
衛
門
は
、
複
数
の
知
人
か
ら
、
歯
の
痛
み
・
コ
レ
ラ
・
脚
気
な
ど
様
々
な
病
気
の
治
療
法
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
権
右
衛
門
に
医
療
情
報
を
伝
え
た
者
の
職
業
は
、
薬
種
屋
だ
け
で
な
く
、
酒
造
業
・
奉
行
所
の
与
力
・
住
職
な
ど
様
々
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
に
直
接
関
係
の
無
い
職
業
の
者
も
、
あ
る
程
度
の
医
療
情
報
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
三
点
目
の
医
師
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
権
右
衛
門
は
、
計
二
五
人
の
医
師
と
交
流
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
全
員
が
権
右
衛
門
を
診
察
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
将
棋
・
書
物
の
話
・
参
詣
・
俳
諧
な
ど
文
化
的
な
交
流
の
み
だ
っ
た
医
師
も
い
る
。「
応
響
雑
記
」
に
は
、
具
体
的
な
医
師
の
名
前
と
医
療
情
報
の
詳
細
に
つ
い
て
、
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
か
ら
情
報
を
入
手
し
た
可
能
性
は
高
い
。
　
第
二
章
「
加
賀
藩
が
実
施
し
た
領
内
の
人
々
へ
の
医
療
対
策
」
で
は
、
加
賀
藩
が
領
内
の
人
々
に
向
け
て
実
施
し
た
、
流
行
病
対
策
を
考
察
し
た
。
加
賀
藩
領
内
で
は
、
江
戸
時
代
に
、
疫
病
、
疱
瘡
、
麻
疹
、
コ
レ
ラ
な
ど
計
四
二
回
病
気
が
流
行
し
た
。
た
だ
し
、
四
二
回
の
流
行
全
て
に
お
い
て
、
医
療
対
策
を
実
施
し
て
い
た
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
　
加
賀
藩
の
流
行
病
対
策
の
内
容
は
、
被
害
地
に
藩
医
を
派
遣
す
る
こ
と
、
藩
医
の
派
遣
を
行
わ
ず
、
治
療
薬
の
配
布
や
調
合
方
法
の
伝
達
の
み
を
行
う
こ
と
、
貸
米
の
み
行
う
こ
と
の
三
種
類
に
分
類
で
き
る
。
加
賀
藩
の
対
策
の
内
容
を
、
時
期
ご
と
に
分
類
し
て
み
る
と
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
ま
で
は
流
行
病
の
被
害
地
に
藩
医
を
派
遣
す
る
対
策
が
中
心
だ
っ
た
。
し
か
し
、
同
三
年
以
降
に
な
る
と
、
藩
医
の
派
遣
を
行
わ
ず
、
治
療
薬
の
配
布
や
調
合
方
法
の
伝
達
の
み
を
行
う
対
策
が
中
心
に
な
る
。
よ
っ
て
、
安
永
期
頃
か
ら
、
加
賀
藩
の
流
行
病
対
策
の
内
容
が
変
化
し
始
め
た
と
い
え
る
。
対
策
の
内
容
が
変
化
し
た
理
由
は
、
①
病
気
の
流
行
で
混
乱
し
て
い
る
村
々
に
と
っ
て
、
加
賀
藩
か
ら
藩
医
が
派
遣
さ
れ
る
と
、
宿
泊
場
所
の
提
供
、
藩
医
に
同
伴
す
る
手
代
へ
の
対
応
な
ど
が
、
村
々
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
、
②
藩
医
を
派
遣
し
な
く
て
も
、
地
域
社
会
が
病
気
に
対
応
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
で
に
一
八
世
紀
半
ば
に
は
、
病
気
が
流
行
し
た
ら
、
領
内
の
人
々
は
、
近
隣
の
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
藩
医
の
派
遣
が
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
安
永
三
年
以
降
に
お
い
て
も
、
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
・
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
は
、
加
賀
藩
の
重
臣
を
中
心
に
藩
医
の
派
遣
を
求
め
る
意
見
が
見
ら
れ
、
天
保
五
年
に
は
、
実
際
に
藩
医
の
派
遣
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
安
永
三
年
以
降
、
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
加
賀
藩
は
、
派
遣
す
る
藩
医
に
対
し
て
、
村
内
で
の
移
動
手
段
や
行
動
に
制
限
を
加
え
た
。
ま
た
、
領
内
の
者
に
対
し
て
、
疫
病
以
外
の
病
気
で
も
、
藩
医
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
藩
医
の
移
動
に
際
し
て
、
村
内
の
人
々
に
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
、
治
療
費
を
支
払
わ
な
く
て
も
良
い
こ
と
な
ど
を
触
れ
た
。
　
こ
の
加
賀
藩
の
姿
勢
は
、
領
内
に
藩
医
が
派
遣
さ
れ
る
と
、
村
々
に
負
担
が
か
か
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、
藩
医
の
派
遣
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
の
方
法
で
あ
っ
た
。
加
賀
藩
が
こ
の
よ
う
な
対
策
を
と
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
病
気
の
流
行
に
対
し
、
藩
医
を
派
遣
し
て
人
々
を
診
察
す
る
こ
と
が
、
藩
主
の
仁
恵
を
最
も
よ
く
表
現
す
る
対
策
で
あ
る
と
、
加
賀
藩
が
考
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
藩
医
の
診
察
を
通
じ
て
、
加
賀
藩
が
領
内
の
人
々
の
体
調
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藩
医
が
領
内
の
人
々
の
治
療
を
行
う
こ
と
が
、
加
賀
藩
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。
　
続
い
て
、
第
三
章
「
安
政
期
の
コ
レ
ラ
流
行
に
お
け
る
加
賀
藩
の
対
策
と
氷
見
町
の
人
々
の
対
応
」
で
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
〜
同
六
年
の
コ
レ
ラ
（
嘔
吐
と
下
痢
を
繰
り
返
す
病
気
）
流
行
の
際
に
、
加
賀
藩
が
行
っ
た
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
安
政
期
の
コ
レ
ラ
流
行
に
注
目
す
る
の
は
、
加
賀
藩
が
行
っ
た
対
策
が
、
祈
祷
の
実
施
や
、
コ
レ
ラ
の
治
療
薬
の
配
布
、
製
法
の
伝
達
の
み
で
、
そ
れ
ま
で
重
要
視
し
て
い
た
藩
医
の
派
遣
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
藩
医
の
派
遣
を
必
要
と
し
な
い
状
況
が
、
藩
優
秀
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士
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内
に
生
じ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
加
賀
藩
が
実
施
し
た
コ
レ
ラ
対
策
と
、
領
内
の
人
々
の
コ
レ
ラ
に
対
す
る
反
応
の
両
方
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
領
内
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
と
同
様
、
氷
見
町
の
町
人
田
中
屋
権
右
衛
門
が
著
し
た
日
記
「
応
響
雑
記
」
を
用
い
た
。
　
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
に
お
い
て
、
加
賀
藩
が
実
施
し
た
対
策
は
、
①
幕
府
が
全
国
に
触
れ
た
コ
レ
ラ
の
予
防
法
・
治
療
法
二
種
類
を
藩
内
に
通
知
す
る
こ
と
、
②
加
賀
藩
独
自
の
予
防
法
を
配
布
す
る
こ
と
で
あ
る
。
①
、
②
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
薬
は
、
両
方
と
も
胃
腸
の
調
子
を
整
え
る
効
果
が
あ
る
原
料
を
用
い
て
い
た
。
一
方
、
氷
見
町
で
は
、
権
右
衛
門
は
、
幕
府
や
加
賀
藩
が
触
れ
た
予
防
法
・
治
療
法
以
外
に
も
、
家
族
や
知
人
を
通
じ
て
、
独
自
に
コ
レ
ラ
の
予
防
法
・
治
療
法
を
入
手
し
て
い
た
。
　
安
政
六
年
の
コ
レ
ラ
流
行
で
は
、
加
賀
藩
は
、
領
内
の
貧
民
を
対
象
に
、
コ
レ
ラ
の
治
療
薬
を
配
布
し
た
。
一
方
、
氷
見
町
で
は
、
町
独
自
の
対
策
と
し
て
、
町
内
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
者
に
対
し
て
、
近
隣
の
医
師
の
手
配
を
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
彼
ら
が
医
師
を
呼
ん
で
も
、
治
療
費
を
患
者
か
ら
も
ら
え
る
保
証
が
無
い
こ
と
か
ら
、
医
師
が
診
察
に
来
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
身
近
に
医
師
が
い
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
安
政
期
に
は
、
近
隣
の
医
師
に
よ
る
診
療
行
為
が
、
生
活
困
窮
者
も
含
む
幅
広
い
階
層
に
浸
透
し
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
加
賀
藩
と
し
て
も
藩
医
を
領
内
に
派
遣
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
無
く
な
り
、
享
和
三
年
や
天
保
五
年
の
事
例
に
お
い
て
、
重
臣
を
中
心
に
見
ら
れ
た
藩
医
派
遣
の
議
論
が
、
安
政
期
の
コ
レ
ラ
流
行
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
、
第
一
章
〜
第
三
章
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
加
賀
藩
領
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
医
師
の
診
察
を
受
け
る
階
層
は
徐
々
に
広
が
っ
た
。
領
内
の
状
況
に
対
応
す
る
形
で
、
加
賀
藩
は
、
流
行
病
発
生
時
の
対
策
の
内
容
を
変
え
た
。
た
だ
し
、
医
療
対
策
の
内
容
は
変
わ
っ
た
が
、
加
賀
藩
は
、
医
療
を
領
内
の
人
々
の
健
康
を
把
握
す
る
た
め
の
手
段
と
認
識
し
て
い
た
。
　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
加
賀
藩
の
医
療
に
対
す
る
認
識
が
、
他
の
藩
で
も
共
通
す
る
の
か
、
流
行
病
が
発
生
し
て
い
な
い
状
況
で
、
幕
府
や
諸
藩
は
、
医
療
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
の
か
、
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
幕
府
・
諸
藩
の
疫
病
対
策
の
事
例
、
幕
医
（
幕
府
が
抱
え
た
医
師
）・
藩
医
の
行
動
、
医
学
教
育
の
様
子
、
西
洋
医
学
へ
の
対
応
な
ど
を
、
具
体
的
な
検
討
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（407）904
　
幕
末
開
国
後
、
様
々
な
情
報
や
学
問
的
知
識
が
過
去
に
な
い
規
模
・
速
度
で
西
洋
か
ら
流
入
し
、
武
士
階
級
だ
け
で
な
く
庶
民
の
興
味
も
引
く
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
幕
府
は
雄
藩
が
台
頭
す
る
中
で
、
情
報
提
供
と
情
報
統
制
と
い
う
困
難
な
選
択
に
直
面
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
西
洋
に
関
す
る
時
事
的
情
報
及
び
西
洋
の
進
ん
だ
学
問
的
知
識
で
あ
る
洋
学
へ
の
対
応
を
、
幕
府
は
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
の
か
。
本
論
文
で
は
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、
幕
府
直
轄
学
校
で
あ
る
洋
学
所
）
1
（
に
よ
る
洋
学
関
連
書
籍
の
草
稿
検
閲
を
検
討
し
た
。
幕
府
は
洋
学
知
識
の
無
秩
序
な
拡
散
を
懸
念
し
、
す
で
に
寛
政
期
か
ら
洋
学
統
制
を
画
策
し
て
い
た
が
、
医
学
、
軍
事
関
係
を
中
心
に
洋
学
が
全
国
的
広
が
り
を
見
せ
た
幕
末
に
、
新
設
の
洋
学
所
に
洋
書
及
び
翻
訳
書
の
検
閲
任
務
を
課
し
た
か
ら
で
あ
る
。
　
洋
学
所
を
主
題
と
す
る
一
次
史
料
は
「
開
成
所
伺
等
留
）
2
（
」
な
ど
数
少
な
い
た
め
、
先
行
研
究
の
論
題
も
限
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
洋
学
所
に
よ
る
洋
学
統
制
、
書
籍
検
閲
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
倉
沢
剛
氏
が
『
幕
末
洋
学
史
の
研
究
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
）
で
一
次
史
料
に
基
づ
い
て
解
説
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
、
確
認
さ
れ
て
い
る
検
閲
記
録
も
「
開
版
見
改
元
帳
二
」（
以
下
「
見
改
）
3
（
」）
の
み
で
あ
る
た
め
、
同
史
料
を
用
い
た
森
陸
彦
氏
の
論
文
）
4
（
以
外
に
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
森
氏
は
検
閲
業
務
に
初
め
て
光
を
当
て
て
概
略
的
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は
そ
こ
に
新
た
な
知
見
を
追
加
す
べ
く
、
提
出
草
稿
の
原
著
の
性
質
、
当
時
の
政
治
状
況
等
も
関
連
づ
け
て
分
析
し
た
。
　
以
下
に
各
章
を
概
観
す
る
。
第
一
章
で
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
幕
末
の
洋
学
統
制
の
前
史
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
出
版
条
令
及
び
洋
学
受
容
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
、
法
令
等
を
中
心
に
ま
と
め
た
。
幕
府
は
幕
藩
体
制
維
持
を
究
極
的
目
標
と
し
て
書
籍
を
監
視
し
、
三
大
改
革
期
に
主
要
な
出
版
条
令
を
出
し
た
。
洋
学
に
関
し
て
は
、
幕
府
内
に
も
異
端
視
し
て
排
除
を
試
み
る
守
旧
的
な
者
も
い
れ
ば
、
先
端
知
識
を
進
ん
で
幕
政
に
生
か
そ
う
と
す
る
進
取
的
な
者
も
い
た
。
さ
ら
に
不
適
切
な
翻
訳
な
ど
か
ら
誤
っ
た
西
洋
知
識
が
世
に
広
ま
る
の
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
重
要
な
情
報
を
逸
早
く
入
手
す
る
た
め
、
幕
府
が
洋
学
を
統
制
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
者
も
い
た
。
　
第
二
章
で
は
ま
ず
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
に
設
立
さ
れ
た
洋
学
所
の
設
立
趣
旨
書
か
ら
、
書
籍
管
理
に
関
す
る
理
念
を
探
っ
た
。
今
後
輸
入
さ
れ
る
洋
書
及
び
そ
の
翻
訳
書
は
全
て
洋
学
所
で
検
閲
す
る
、
所
蔵
洋
書
全
て
を
届
出
さ
せ
る
、
幕
府
の
他
機
関
所
蔵
の
洋
書
も
全
て
洋
学
所
で
管
理
す
る
、
な
ど
徹
底
的
な
洋
学
管
理
を
目
指
す
姿
勢
が
読
み
取
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
輸
入
洋
書
の
検
閲
は
長
崎
奉
行
任
せ
と
な
り
、
洋
書
の
一
元
管
理
計
画
は
最
初
か
ら
破
綻
を
来
た
し
た
。
　
一
方
、
洋
書
の
翻
訳
草
稿
検
閲
に
関
し
て
は
、
検
閲
記
録
「
見
改
」
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
布
教
目
的
で
清
国
入
り
し
た
西
洋
人
宣
教
師
に
よ
る
啓
蒙
書
が
数
多
く
日
本
に
輸
入
・
翻
刻
さ
れ
て
い
た
が
、
検
閲
で
差
戻
さ
れ
た
草
稿
の
大
半
は
そ
れ
ら
宣
教
師
に
よ
る
書
籍
の
邦
版
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
連
す
る
表
現
の
削
除
指
示
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
著
作
は
も
と
も
と
は
布
教
の
一
手
段
と
し
て
清
国
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
洋
関
連
の
情
報
・
知
識
を
求
め
る
当
時
の
日
本
人
の
需
要
に
合
致
し
た
た
め
、
輸
入
・
刊
行
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
度
検
閲
で
不
許
可
に
な
っ
て
も
、
大
半
は
そ
の
後
修
正
を
経
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
検
閲
の
主
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
的
表
現
の
点
検
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
さ
ほ
ど
厳
密
で
は
な
く
、
こ
の
検
閲
は
厳
し
い
思
想
統
制
を
目
指
す
類
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
、
理
学
系
・
軍
事
系
書
籍
は
欧
州
か
ら
直
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
洋
学
統
制
と
啓
蒙
活
動
│
│
洋
学
所
に
お
け
る
書
籍
検
閲
・
官
板
出
版
と
　
　
柳
河
春
三
に
よ
る
啓
蒙
活
動
│
│佐
々
木
　
千
　
恵
903（408）
接
輸
入
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
実
用
目
的
の
た
め
か
宗
教
色
も
薄
く
、
検
閲
で
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
　
こ
こ
で
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
検
閲
官
で
あ
っ
た
洋
学
所
教
授
の
一
人
柳
河
春
三
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
章
を
削
除
せ
ず
に
西
洋
人
宣
教
師
の
書
籍
を
翻
刻
出
版
し
た
点
で
あ
る
。
諸
外
国
や
雄
藩
と
の
関
係
な
ど
困
難
な
政
治
問
題
が
浮
上
す
る
に
従
い
、
幕
閣
は
洋
学
所
の
活
動
に
目
配
り
す
る
余
裕
を
失
い
、
草
稿
検
閲
に
関
し
て
も
洋
学
所
教
授
陣
に
一
任
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
洋
学
所
設
置
時
に
は
細
部
に
至
る
ま
で
幕
閣
へ
の
伺
い
が
必
要
だ
っ
た
が
、
政
治
状
況
の
変
化
等
に
よ
り
、
洋
学
所
は
一
流
洋
学
者
で
あ
る
教
授
陣
の
自
由
裁
量
が
利
く
機
関
へ
と
、
そ
の
性
質
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、「
見
改
」
は
安
政
五
年
か
ら
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
ま
で
六
年
間
の
記
録
で
あ
る
が
、
毎
年
の
検
閲
提
出
数
は
四
六
、
三
五
、
二
五
、
二
八
、
十
八
、
十
六
作
と
、
文
久
期
に
は
検
閲
提
出
数
が
減
少
し
た
。
先
行
研
究
で
は
攘
夷
運
動
の
激
化
が
そ
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
が
、
洋
書
輸
入
が
増
加
す
る
中
で
翻
訳
草
稿
が
減
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
考
え
、
原
因
の
探
求
を
試
み
た
。
そ
の
当
時
著
述
さ
れ
た
主
要
洋
学
関
係
著
作
を
集
め
）
5
（
、
そ
の
中
で
検
閲
に
提
出
さ
れ
た
草
稿
の
割
合
を
「
見
改
」
の
記
録
と
対
照
さ
せ
て
算
出
し
た
。
そ
の
統
計
結
果
か
ら
、
最
初
は
検
閲
提
出
率
も
高
く
、
最
高
年
で
八
割
に
達
し
た
が
、
幕
府
衰
退
と
軌
を
一
に
す
る
か
の
よ
う
に
提
出
率
は
低
下
し
、
文
久
元
年
以
降
は
三
割
程
度
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
特
に
機
密
保
持
の
た
め
か
雄
藩
が
軍
事
関
係
書
籍
を
提
出
し
て
い
な
い
こ
と
が
目
を
引
い
た
。
そ
の
際
、
留
意
す
べ
き
は
、
写
本
で
あ
れ
ば
検
閲
提
出
の
義
務
が
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
刊
行
・
拡
散
を
望
ま
な
い
情
報
で
あ
れ
ば
、
写
本
の
ま
ま
内
輪
で
閲
覧
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
特
に
軍
事
関
係
書
籍
で
は
、
草
稿
の
ま
ま
で
検
閲
を
回
避
し
た
例
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
検
閲
制
度
の
一
つ
の
抜
け
道
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
の
検
閲
規
則
が
厳
守
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
　
し
か
し
幕
府
が
こ
れ
に
対
処
し
て
統
制
を
強
化
し
た
気
配
は
な
い
。
そ
れ
と
は
別
に
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
頃
か
ら
洋
学
所
に
印
刷
設
備
が
導
入
さ
れ
、
活
版
印
刷
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
語
学
書
を
始
め
と
し
て
書
籍
の
大
量
印
刷
が
可
能
と
な
り
、
洋
学
所
に
は
社
会
的
要
請
の
あ
る
書
籍
を
官
板
と
し
て
出
版
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
。
上
記
統
計
結
果
に
よ
る
と
、
主
要
洋
学
著
作
に
占
め
る
官
板
、
加
え
て
後
述
す
る
「
準
官
板
）
6
（
」
の
割
合
は
次
第
に
上
昇
し
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
以
降
は
五
割
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幕
府
は
厳
密
な
草
稿
検
閲
を
断
念
し
、
当
時
の
日
本
社
会
で
必
要
と
思
わ
れ
る
書
籍
を
自
ら
検
閲
し
て
出
版
す
る
と
い
う
、
言
わ
ば
内
部
検
閲
の
形
を
と
る
こ
と
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
草
稿
検
閲
に
よ
る
抑
制
か
ら
発
信
へ
と
方
向
転
換
を
し
た
の
で
あ
る
。
　
第
三
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
増
加
し
た
官
板
洋
学
刊
行
物
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
特
に
語
学
書
は
全
国
の
諸
藩
校
で
採
用
さ
れ
る
な
ど
か
な
り
普
及
し
た
。
ま
た
、
必
要
と
さ
れ
る
洋
学
所
テ
キ
ス
ト
を
洋
学
所
教
授
陣
が
執
筆
し
て
私
版
と
し
て
出
版
す
る
な
ど
、
官
板
と
私
版
の
境
界
上
に
あ
る
よ
う
な
「
準
官
板
」
が
、
官
板
の
不
足
分
を
補
う
働
き
を
し
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
　
文
久
期
頃
か
ら
語
学
書
と
と
も
に
官
板
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
新
聞
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
「
阿
蘭
陀
風
説
書
」
の
後
継
で
あ
る
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
が
日
本
初
の
新
聞
、
柳
河
春
三
の
『
中
外
新
聞
』
が
日
本
人
初
の
新
聞
と
一
般
に
評
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
に
居
留
地
発
行
英
字
新
聞
を
翻
訳
し
た
「
日
本
貿
易
新
聞
」
な
ど
翻
訳
筆
写
新
聞
が
存
在
す
る
事
実
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
柳
河
は
翻
訳
筆
写
新
聞
制
作
の
経
験
か
ら
新
聞
発
行
の
手
法
を
学
び
、「
準
官
板
」
の
形
で
『
中
外
新
聞
』
を
発
行
し
て
、
日
本
人
の
需
要
に
応
え
た
と
言
え
る
。
さ
ら
に
清
国
で
発
行
さ
れ
た
華
字
新
聞
の
日
本
版
が
『
官
板
バ
タ
ビ
ヤ
新
聞
』
に
先
駆
け
て
官
板
と
し
て
発
行
さ
れ
た
こ
と
も
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
地
理
的
近
さ
、
特
に
知
識
層
が
も
つ
漢
文
へ
の
親
和
性
な
ど
か
ら
、
清
国
の
新
聞
が
時
事
的
記
事
に
関
し
て
有
用
で
あ
っ
た
点
や
、
そ
れ
ら
官
板
新
聞
の
存
在
意
義
は
、
新
聞
史
の
上
で
も
一
層
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
第
四
章
で
は
官
板
雑
誌
を
取
り
上
げ
た
。
柳
河
春
三
に
よ
る
『
西
洋
雑
誌
』
が
日
本
優
秀
修
士
論
文
概
要
（409）902
人
に
よ
る
初
の
雑
誌
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
が
突
然
誕
生
し
た
わ
け
で
な
い
こ
と
を
時
系
列
に
沿
い
検
証
し
た
。
ま
ず
、
西
洋
人
宣
教
師
が
布
教
の
た
め
に
清
国
で
発
行
し
た
『
六
合
叢
談
』、『
中
外
襍
誌
』
の
邦
版
が
官
板
と
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
大
衆
向
け
で
な
か
っ
た
よ
う
で
、
漢
文
に
簡
単
に
訓
点
が
施
さ
れ
た
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
月
刊
誌
と
し
て
の
発
行
計
画
は
頓
挫
し
た
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
雑
誌
か
ら
の
翻
訳
書
『
官
板
玉
石
志
林
』
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
和
文
調
で
、
読
み
易
さ
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
が
、
当
時
の
日
本
人
の
知
的
水
準
に
は
や
や
高
度
す
ぎ
る
印
象
を
与
え
る
内
容
で
あ
る
。
そ
う
し
た
面
を
考
慮
し
て
、
世
界
各
国
の
情
勢
な
ど
日
本
人
向
け
の
記
事
を
、
日
本
人
の
知
的
水
準
に
合
わ
せ
て
編
集
し
た
も
の
が
『
西
洋
雑
誌
』
で
あ
っ
た
。
柳
河
は
そ
れ
以
外
に
も
時
代
の
要
請
に
合
う
種
々
の
啓
蒙
書
や
初
等
教
育
書
を
出
版
し
た
。
こ
れ
は
国
民
啓
蒙
と
い
う
明
治
期
の
思
想
に
繋
が
る
活
動
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
幕
府
は
洋
書
の
翻
訳
草
稿
検
閲
を
強
化
せ
ず
、
官
板
・「
準
官
板
」
出
版
へ
と
力
点
を
移
し
、
そ
れ
が
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
啓
蒙
活
動
へ
と
繋
が
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
た
。
西
洋
人
宣
教
師
に
よ
る
刊
行
物
が
幕
末
の
日
本
で
大
い
に
重
宝
さ
れ
た
こ
と
も
目
を
引
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
削
除
し
な
い
決
断
を
下
し
た
洋
学
所
教
授
の
柳
河
の
判
断
は
、
表
層
的
西
洋
知
識
の
輸
入
で
な
く
、
西
洋
思
想
を
根
源
か
ら
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
示
唆
し
た
も
の
と
言
え
る
。
本
論
文
に
よ
っ
て
、
幕
末
最
終
期
が
情
報
・
知
識
面
で
新
時
代
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
草
稿
検
閲
を
通
じ
て
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
注
（
1
）　
開
国
を
機
に
設
立
さ
れ
蕃
書
調
所
、
洋
書
調
所
、
開
成
所
と
名
称
が
変
わ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
洋
学
所
と
い
う
呼
び
名
で
統
一
す
る
。
（
2
）　
乾
・
坤
と
も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
（
3
）　
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。
（
4
）　
「
蕃
書
調
所
の
出
版
検
閲
」『
法
政
史
学
』
第
一
七
号
（
法
政
大
学
、
一
九
六
八
）、「
徳
川
幕
府
の
洋
学
所
の
出
版
統
制
」『
洋
学
七　
洋
学
史
学
会
研
究
年
報
』（
八
坂
書
房
、
一
九
九
九
）
等
。
（
5
）　
大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』（
大
槻
茂
雄
、
一
九
二
七
）、
日
本
書
籍
出
版
協
会
編
『
日
本
出
版
百
年
史　
年
表
』（
日
本
書
籍
出
版
協
会
、
一
九
六
八
）、
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
四
）
等
の
六
著
か
ら
洋
学
関
係
著
作
を
刊
行
、
未
刊
行
に
拘
わ
ら
ず
全
て
抽
出
し
た
。
（
6
）　
こ
の
用
語
は
筆
者
の
造
語
で
あ
る
た
め
括
弧
付
で
記
し
た
。
優
秀
修
士
論
文
概
要
（411）900
序
章
　
研
究
史
整
理
と
本
論
の
課
題
　
本
論
で
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
禅
宗
と
律
宗
に
つ
い
て
、
儀
礼
や
祈
禱
の
展
開
か
ら
注
目
し
、
そ
れ
を
中
世
社
会
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
黒
田
俊
雄
氏
に
よ
る
「
顕
密
体
制
論
」
の
提
唱
に
よ
り
、
顕
密
仏
教
の
「
改
革
派
」
と
定
義
さ
れ
た
禅
宗
と
律
宗
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
特
に
近
年
で
は
、
規
範
理
念
を
踏
ま
え
た
禅
律
仏
教
の
成
立
や
）
1
（
、
禅
律
と
し
て
組
織
化
す
る
以
前
の
遁
世
僧
に
よ
る
宗
教
実
践
の
系
譜
が
解
明
さ
れ
て
い
る
）
2
（
。
　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
か
ら
は
禅
律
仏
教
成
立
後
、
両
集
団
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
ま
た
集
団
外
の
世
俗
社
会
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
、
と
い
う
点
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
儀
礼
や
祈
禱
は
僧
侶
集
団
と
在
家
信
者
の
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、「
曹
洞
宗
」（
本
論
で
は
道
元
門
流
と
呼
称
）
の
よ
う
な
禅
宗
内
部
の
少
数
派
や
、
中
世
後
期
の
律
院
を
も
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
儀
礼
の
社
会
的
機
能
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
）
3
（
。
　
右
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
修
士
論
文
で
は
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
を
対
象
に
、
三
章
に
分
け
て
論
じ
た
。
そ
し
て
最
終
的
に
、
室
町
前
期
ま
で
に
禅
律
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
社
会
に
お
い
て
受
容
さ
れ
、「
宗
」
と
し
て
確
立
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
の
か
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
第
一
章
　「
鎌
倉
〜
南
北
朝
期
の
「
戒
律
儀
礼
」
と
律
僧
　
　
　
　
│
羅
漢
供
と
布
薩
を
例
に
│
」
　
本
章
で
は
、
律
僧
の
儀
礼
の
展
開
と
受
容
に
つ
い
て
、
羅
漢
供
と
布
薩
と
い
う
儀
礼
を
対
象
に
検
討
し
た
。
布
薩
は
奈
良
時
代
に
東
大
寺
で
始
め
ら
れ
、
ま
た
羅
漢
供
は
摂
関
期
に
入
宋
僧
の
手
に
よ
っ
て
宋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
だ
が
平
安
期
は
、
布
薩
と
羅
漢
供
は
重
要
な
儀
礼
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
鎌
倉
期
に
入
り
、
宋
国
の
禅
院
・
律
院
の
規
則
が
伝
来
す
る
と
、
布
薩
・
羅
漢
供
は
注
目
を
集
め
、
高
山
寺
な
ど
遁
世
僧
の
寺
院
で
も
布
薩
・
羅
漢
供
を
恒
常
的
に
行
う
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
　
鎌
倉
後
期
に
律
僧
が
全
国
的
に
活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
全
国
の
律
院
で
羅
漢
供
・
布
薩
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
羅
漢
供
は
、
羅
漢
が
律
僧
の
理
想
像
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
西
大
寺
系
律
宗
に
よ
っ
て
盛
ん
に
広
め
ら
れ
た
。
追
善
と
か
か
わ
っ
て
女
性
の
支
持
を
集
め
た
ほ
か
、
特
定
の
羅
漢
を
祀
る
講
も
出
現
す
る
な
ど
、
多
様
な
展
開
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。
　
南
北
朝
期
以
降
、
神
仏
習
合
的
な
羅
漢
図
や
荘
園
内
部
の
安
穏
を
祈
る
た
め
の
羅
漢
図
も
出
現
す
る
な
ど
、
在
地
へ
羅
漢
信
仰
が
定
着
し
、「
日
本
化
」
が
進
ん
で
い
っ
た
。
　
次
に
布
薩
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
泉
涌
寺
流
律
僧
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
、
や
が
て
泉
涌
寺
流
の
作
法
が
南
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
と
く
に
西
大
寺
流
の
全
国
展
開
と
合
わ
せ
、
各
地
で
律
院
化
す
る
た
び
に
布
薩
が
実
践
さ
れ
た
。
ま
た
平
安
期
に
は
限
定
公
開
で
あ
っ
た
布
薩
を
一
般
公
開
し
、
特
に
梵
網
布
薩
に
は
多
く
の
人
々
が
聴
聞
に
訪
れ
た
。
や
が
て
布
薩
も
現
世
利
益
の
性
格
が
強
く
な
り
、
蒙
古
襲
来
の
際
に
は
南
都
律
・
北
京
律
の
僧
が
合
同
で
布
薩
を
行
い
、
戒
律
の
力
に
よ
る
異
国
調
伏
を
祈
願
し
た
。
　
南
北
朝
期
に
入
る
と
、
東
国
の
律
院
で
は
寺
領
が
不
安
定
と
な
り
、
布
薩
が
行
え
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
一
方
、
顕
密
寺
院
で
も
律
僧
の
影
響
を
受
け
て
布
薩
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
室
町
期
以
降
は
、
羅
漢
供
と
異
な
り
、
次
第
に
寺
院
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
禅
宗
と
律
宗
│
│
宗
教
活
動
か
ら
見
る
受
容
と
展
開
│
│
山
　
口
　
啄
　
実
899（412）
内
部
の
行
事
と
し
て
縮
小
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
章
　「
中
世
禅
僧
の
地
方
展
開
　
　
　
　
│
鎌
倉
〜
南
北
朝
期
の
道
元
門
派
を
例
に
│
」
　
本
章
で
は
、
鎌
倉
〜
南
北
朝
期
の
道
元
門
流
の
動
向
を
追
っ
た
。
ま
ず
思
想
的
に
諸
宗
兼
学
を
認
め
な
か
っ
た
道
元
も
、
中
世
の
禅
僧
・
律
僧
一
般
に
見
ら
れ
る
勧
進
活
動
や
授
戒
を
行
い
、
自
身
も
遁
世
の
上
人
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
。
永
平
寺
入
山
後
も
、
布
薩
な
ど
の
儀
礼
や
奇
瑞
の
喧
伝
を
通
じ
て
在
地
の
名
主
層
か
ら
の
帰
依
を
集
め
て
お
り
、
寺
院
の
「
収
入
源
」
と
も
な
っ
て
い
た
。
　
道
元
没
後
、
高
弟
の
寒
巌
義
尹
は
肥
後
大
慈
寺
を
建
立
し
、
ま
た
大
渡
橋
の
勧
進
を
通
じ
て
公
武
の
祈
願
寺
と
な
っ
た
。
勧
進
は
当
該
期
の
道
元
門
流
を
は
じ
め
、
西
大
寺
流
律
僧
や
義
尹
に
受
法
し
た
釈
運
な
ど
に
み
ら
れ
る
活
動
で
あ
る
。
ま
た
義
尹
や
釈
運
に
よ
る
諸
宗
兼
学
の
姿
勢
は
、
南
北
朝
期
の
大
智
に
引
き
継
が
れ
た
。
大
智
は
祈
禱
を
通
じ
て
肥
後
の
菊
池
氏
を
は
じ
め
、
在
地
武
士
た
ち
の
帰
依
を
集
め
る
一
方
、
加
賀
祇
陀
寺
を
通
じ
て
北
朝
へ
の
祈
祷
を
行
う
な
ど
、
当
該
期
の
道
元
門
流
の
活
発
な
移
動
と
交
流
を
背
景
に
、
自
門
派
の
生
き
残
り
を
め
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
た
。
　
こ
う
し
た
動
き
と
と
も
に
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
の
永
平
寺
で
は
、
度
重
な
る
荒
廃
と
、
五
世
義
雲
や
六
世
曇
希
に
よ
る
寺
の
再
建
や
道
元
の
語
録
の
編
纂
や
開
版
事
業
の
結
果
、
道
元
の
「
神
格
化
」
が
進
み
、
祖
師
を
仰
ぐ
「
宗
派
」
意
識
が
芽
生
え
は
じ
め
た
。第
三
章
　「
禅
僧
・
律
僧
の
宗
教
活
動
と
顕
密
寺
社
　
　
　
　
│
光
明
寺
・
正
伝
寺
・
戒
壇
院
を
例
に
│
」
　
本
章
で
は
、
３
つ
の
寺
院
を
事
例
に
、
禅
律
僧
と
顕
密
寺
社
の
関
係
を
検
討
し
た
。
ま
ず
度
会
氏
の
氏
寺
で
あ
っ
た
伊
勢
光
明
寺
は
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
痴
兀
大
恵
の
弟
子
恵
観
が
伊
勢
神
宮
へ
の
法
楽
を
理
由
に
禅
院
化
し
た
。
神
宮
側
が
禅
僧
の
法
楽
を
認
め
た
背
景
に
は
、
大
般
若
経
の
転
読
や
納
入
を
通
じ
た
、
禅
僧
や
律
僧
と
伊
勢
神
宮
側
の
交
流
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
寺
の
自
立
化
が
進
み
、
次
第
に
伊
勢
神
領
の
住
人
を
対
象
と
す
る
「
個
人
救
済
」
寺
院
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。
　
次
に
山
城
正
伝
寺
の
場
合
、
文
永
年
間
に
山
門
に
よ
っ
て
破
却
さ
れ
た
後
、
山
門
に
反
発
す
る
円
満
院
門
跡
の
円
助
法
親
王
に
よ
る
保
護
と
、
賀
茂
社
家
の
招
き
に
よ
り
、
西
賀
茂
に
再
興
さ
れ
た
。
鎌
倉
末
期
に
寺
が
賀
茂
神
領
に
属
す
る
こ
と
を
朝
廷
に
訴
え
、
円
満
院
か
ら
独
立
す
る
も
の
の
、
賀
茂
社
家
が
寺
領
の
管
理
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
　
た
だ
し
南
北
朝
末
期
か
ら
室
町
前
期
に
か
け
て
、
幕
府
の
祈
願
寺
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
度
は
幕
府
に
賀
茂
社
に
よ
る
押
領
を
訴
え
、
完
全
独
立
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
　
最
後
に
東
大
寺
戒
壇
院
の
場
合
、
円
照
が
初
代
長
老
と
し
て
入
寺
し
て
律
院
化
し
、
各
地
か
ら
僧
が
参
集
し
た
。
だ
が
戒
壇
院
は
寺
領
の
欠
乏
が
早
い
段
階
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
円
照
の
弟
賢
舜
が
私
領
を
寄
進
す
る
こ
と
で
解
決
さ
れ
、
さ
ら
に
二
代
目
長
老
凝
然
の
方
針
転
換
に
よ
り
、
戒
壇
院
で
華
厳
宗
が
学
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
建
武
年
間
以
降
、
五
代
目
長
老
俊
才
に
よ
り
真
言
密
教
と
授
戒
を
実
践
す
る
道
場
と
し
て
の
性
格
が
再
び
与
え
ら
れ
る
と
、
東
大
寺
内
で
の
真
言
宗
の
拠
点
と
な
っ
た
。
諸
国
の
律
院
や
東
密
系
寺
院
で
受
法
し
た
長
老
や
僧
た
ち
が
参
集
し
た
が
、
諸
宗
兼
学
の
律
院
と
し
て
の
性
格
は
維
持
さ
れ
た
。
終
章
　「
ま
と
め
と
課
題
」
　
本
論
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
羅
漢
供
や
布
薩
な
ど
、
本
来
は
戒
律
護
持
に
関
わ
る
儀
優
秀
修
士
論
文
概
要
（413）898
礼
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
現
世
利
益
や
死
者
供
養
の
側
面
を
強
く
し
た
こ
と
で
、
中
世
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
布
薩
や
羅
漢
供
は
禅
宗
で
も
行
わ
れ
た
が
、
と
く
に
羅
漢
信
仰
を
全
国
に
普
及
さ
せ
た
の
は
、
禅
宗
よ
り
む
し
ろ
律
宗
で
あ
っ
た
。
　
次
に
、
顕
密
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
顕
密
寺
社
が
禅
院
や
律
院
の
檀
那
と
な
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
禅
僧
や
律
僧
に
と
っ
て
も
、
有
力
な
顕
密
寺
社
か
ら
安
定
し
た
庇
護
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
存
在
し
た
が
、
檀
那
と
な
っ
た
顕
密
寺
社
の
所
領
に
寺
院
を
建
立
し
た
こ
と
で
、
禅
院
や
律
院
が
、
独
自
に
所
領
経
営
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
問
題
も
あ
っ
た
。
　
た
だ
し
律
院
の
場
合
は
、
戒
壇
院
の
子
院
油
倉
や
楞
伽
院
の
よ
う
に
、
大
寺
院
内
の
経
済
を
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
）
4
（
。
こ
れ
は
、
諸
宗
兼
学
の
姿
勢
が
禅
宗
よ
り
も
強
か
っ
た
律
宗
な
ら
で
は
の
強
み
と
も
い
え
る
。
　
ま
た
律
僧
と
禅
僧
の
活
動
の
差
異
に
つ
い
て
、
鎌
倉
期
は
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
南
北
朝
期
に
入
る
と
、
道
元
門
流
の
永
平
寺
の
よ
う
に
、
内
乱
な
ど
で
繰
り
返
さ
れ
る
荒
廃
と
再
興
の
な
か
で
「
祖
師
」
意
識
が
芽
生
え
、「
祖
師
」
の
言
説
を
重
視
し
、「
神
格
化
」
を
進
め
て
い
く
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
　
原
田
氏
に
よ
れ
ば
、
室
町
期
に
隆
盛
を
迎
え
る
夢
窓
疎
石
の
門
派
に
お
い
て
も
、
南
北
朝
期
に
法
流
の
正
当
化
が
図
ら
れ
て
い
る
）
5
（
。
　
一
方
律
宗
に
お
い
て
も
、
特
に
都
市
部
の
律
院
で
は
、
南
北
朝
期
以
降
、
不
特
定
多
数
の
「
都
市
民
」
に
対
し
て
、
勧
進
芸
能
の
興
行
や
、
信
仰
財
獲
得
の
た
め
の
庶
民
信
仰
の
利
用
、
さ
ら
に
個
人
の
墓
所
の
設
置
や
宿
所
・
灌
頂
道
場
と
し
て
施
設
を
貸
し
出
す
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
収
入
源
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
）
6
（
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
「
禅
律
」
と
い
う
枠
組
み
で
同
一
視
さ
れ
て
い
た
禅
宗
と
律
宗
は
、
南
北
朝
期
に
入
り
、
活
動
や
性
質
の
違
い
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
　
今
後
は
南
北
朝
期
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
中
世
後
期
に
お
け
る
禅
宗
と
律
宗
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
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